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■５ 魚類調査 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 調査位置図（FL-1 と FL-2は刺網、FL-3～FL-5はサーフネット） 
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表 5-1 魚類調査 確認種一覧（刺網） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 5-2 魚類調査 平成 26 年 10 月調査分 調査地点別確認種一覧（刺網） 

 
 
 
 
  

環境省 徳島県
1 脊椎動物 軟骨魚 ﾒｼﾞﾛｻﾞﾒ ﾄﾞﾁｻﾞﾒ Mustelus griseus ｼﾛｻﾞﾒ ○
2 ｻｶﾀｻﾞﾒ ｳﾁﾜｻﾞﾒ Platyrhina tangi ｳﾁﾜｻﾞﾒ ○
3 ﾄﾋﾞｴｲ ｱｶｴｲ Dasyatis akajei ｱｶｴｲ ○
4 硬骨魚 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ Konosirus punctatus ｺﾉｼﾛ ○
5 ﾋﾒ ｴｿ Saurida elongata ﾄｶｹﾞｴｿ ○
6 ﾎﾞﾗ ﾎﾞﾗ Mugil cephalus cephalus ﾎﾞﾗ ○
7 ｽｽﾞｷ ｺﾁ Nibea mitsukurii ﾆﾍﾞ ○
8 ﾀｲ Acanthopagrus latus ｷﾁﾇ ○
9 ﾆﾍﾞ Platycephalus  sp.2 ﾏｺﾞﾁ ○

10 ｶﾚｲ ﾋﾗﾒ Paralichthys olivaceus ﾋﾗﾒ ○
11 ｳｼﾉｼﾀ Cynoglossus joyneri ｱｶｼﾀﾋﾞﾗﾒ ○

0 0 11
注）1.○は出現を示す。

    2.重要種選定基準を以下に示す。

・環境省：

　環境省レッドリスト（第4次レッドリスト）,環境省報道発表資料,2012.8.28,2013.2.1

    絶滅（EX）：すでに絶滅したと考えられる種

    野生絶滅（EW）：飼育・栽培下でのみ存続している種

    絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN）：絶滅の危機に瀕している種

    絶滅危惧ⅠA類（CR）：ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高い

    絶滅危惧ⅠB類（EN）：ⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高い

    絶滅危惧Ⅱ類（VU）：絶滅の危険が増大している種

    準絶滅危惧（NT）：現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に

                      移行する可能性のある種

    情報不足（DD)：評価するだけの情報が不足している種

    地域個体群（LP）：地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高い

・徳島県：

  徳島県版レッドデータブック－徳島県の絶滅のおそれのある野生生物－,徳島県,2001.

  (その他無脊椎動物：平成25年改訂，汽水・淡水魚類改訂：平成26年改訂)

    絶滅（EX）：すでに絶滅した種

    野生絶滅（EW）：飼育・栽培下でのみ存続している種

    絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN）：絶滅の危機に瀕している種

    絶滅危惧ⅠA類（CR）：ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高い

    絶滅危惧ⅠB類（EN）：ⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高い

    絶滅危惧Ⅱ類（VU）：絶滅の危険が増大している種

    準絶滅危惧（NT）：存続基盤が脆弱な種

    留意（DD)：評価するだけの情報が不足している種

学　　　名 和　　　名
重要種選定基準及びカテゴリー

H26.10

8目11科11種

番号 門 綱 目 科

個 湿 個 湿 個 湿

1 脊椎動物 軟骨魚 ﾒｼﾞﾛｻﾞﾒ ﾄﾞﾁｻﾞﾒ Mustelus griseus ｼﾛｻﾞﾒ 1 1,643 1 1,643

2 ｻｶﾀｻﾞﾒ ｳﾁﾜｻﾞﾒ Platyrhina tangi ｳﾁﾜｻﾞﾒ 9 3,947 1 355 10 4,302

3 ﾄﾋﾞｴｲ ｱｶｴｲ Dasyatis akajei ｱｶｴｲ 3 2,905 3 2,905

4 硬骨魚 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ Konosirus punctatus ｺﾉｼﾛ 1 202 1 202

5 ﾋﾒ ｴｿ Saurida elongata ﾄｶｹﾞｴｿ 1 318 1 318

6 ﾎﾞﾗ ﾎﾞﾗ Mugil cephalus cephalus ﾎﾞﾗ 1 2,160 1 2,160

7 ｽｽﾞｷ ｺﾁ Nibea mitsukurii ﾆﾍﾞ 2 2,050 2 1,959 4 4,009

8 ﾀｲ Acanthopagrus latus ｷﾁﾇ 6 4,639 5 3,928 11 8,567

9 ﾆﾍﾞ Platycephalus  sp.2 ﾏｺﾞﾁ 2 3,106 2 3,106

10 ｶﾚｲ ﾋﾗﾒ Paralichthys olivaceus ﾋﾗﾒ 2 1,599 2 1,599

11 ｳｼﾉｼﾀ Cynoglossus joyneri ｱｶｼﾀﾋﾞﾗﾒ 1 168 1 168

種類数 9 5 14

合　計 27 22,367 10 6,612 37 28,979

注）1.「個」は個体数の略。

　　2.「湿」は湿重量の略。

　　3．湿重量の｢+｣は1g/網未満を示す。

調査期日：平成26年10月22日

調査方法：刺網

（単位：個体数；個体/網、湿重量；g/網）

和　　　名
FL-1 FL-2 合計

番号 門 綱 目 科 学　　　名
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表 5-3 魚類調査 確認種一覧（サーフネット） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 5-4 魚類調査 平成 26 年 10 月調査分 調査地点別確認種一覧（サーフネット） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境省 徳島県
1 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ Sardinella zunasi ｻｯﾊﾟ ○
2 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonica ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ○
3 ﾄｹﾞｳｵ ﾖｳｼﾞｳｵ Hippichthys  (Parasyngnathus ) penicillus ｶﾞﾝﾃﾝｲｼﾖｳｼﾞ DD ○
4 ｽｽﾞｷ ｸﾛｻｷﾞ Gerres  sp. ｸﾛｻｷﾞ属 ○
5 ﾊｾﾞ Taenioides  sp. ﾁﾜﾗｽﾎﾞ属 ○
6 Gobiidae ﾊｾﾞ科 ○
7 ｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ Parioglossus  sp. ｻﾂｷﾊｾﾞ属 ○

0 0 7
注）1.○は出現を示す。

    2.重要種選定基準を以下に示す。

・環境省：

　環境省レッドリスト（第4次レッドリスト）,環境省報道発表資料,2012.8.28,2013.2.1

    絶滅（EX）：すでに絶滅したと考えられる種

    野生絶滅（EW）：飼育・栽培下でのみ存続している種

    絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN）：絶滅の危機に瀕している種

    絶滅危惧ⅠA類（CR）：ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高い

    絶滅危惧ⅠB類（EN）：ⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高い

    絶滅危惧Ⅱ類（VU）：絶滅の危険が増大している種

    準絶滅危惧（NT）：現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に

                      移行する可能性のある種

    情報不足（DD)：評価するだけの情報が不足している種

    地域個体群（LP）：地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高い

・徳島県：

  徳島県版レッドデータブック－徳島県の絶滅のおそれのある野生生物－,徳島県,2001.

  (その他無脊椎動物：平成25年改訂，汽水・淡水魚類改訂：平成26年改訂)

    絶滅（EX）：すでに絶滅した種

    野生絶滅（EW）：飼育・栽培下でのみ存続している種

    絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN）：絶滅の危機に瀕している種

    絶滅危惧ⅠA類（CR）：ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高い

    絶滅危惧ⅠB類（EN）：ⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高い

    絶滅危惧Ⅱ類（VU）：絶滅の危険が増大している種

    準絶滅危惧（NT）：存続基盤が脆弱な種

    留意（DD)：評価するだけの情報が不足している種

和　　　名
重要種選定基準及びカテゴリー

H26.10

3目6科7種

番号 門 綱 目 科 学　　　名

FL-3 FL-4 FL-5

個 湿 個 湿 個 湿 個 湿 個 湿 個 湿 個 湿

1 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ Sardinella zunasi ｻｯﾊﾟ 12 0.69 1 0.07 13 0.76

2 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonica ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 21 4.61 21 4.61

3 ﾄｹﾞｳｵ ﾖｳｼﾞｳｵ Hippichthys (Parasyngnathus) penicillus ｶﾞﾝﾃﾝｲｼﾖｳｼﾞ

4 ｽｽﾞｷ ｸﾛｻｷﾞ Gerres sp. ｸﾛｻｷﾞ属 1 + 1 0.00

5 ﾊｾﾞ Taenioides sp. ﾁﾜﾗｽﾎﾞ属 1 0.01 1 0.02 2 0.03 4 0.06

6 Gobiidae ﾊｾﾞ科 17 0.01 1 + 29 0.06 1 + 48 0.07

7 ｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ Parioglossus sp. ｻﾂｷﾊｾﾞ属 1 0.02 1 0.02

種類数

合　計

注）1.「個」は個体数の略。

　　2.「湿」は湿重量の略。

　　3．湿重量の｢+｣は1g/網未満を示す。

調査期日：平成26年10月10日

調査方法：ｻｰﾌﾈｯﾄによる曳網(曳網距離約50m)

（単位：個体数；個体/曳網、湿重量；g/曳網）

和　　　名
合計

上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮 上げ潮 下げ潮番号 門 綱 目 科 学　　　名

【 は、希少種保護のため非公開】


